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一
九
三
〇
年
の
夏
の
こ
と
だ
。

　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
で
は
、
世
界
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
学
者
、
政
治
家
が
口
を
揃
え
て
嘲
弄
し
た
生
産
拡
張
の
五

ヵ
年
計
画
を
あ
ら
ゆ
る
革
命
的
勤
労
者
の
支
持
と
、
偉
大
な
努
力
と
で
、
第
二
年
目
を
終
ろ
う
と
し
て
い

る
。
ソ
ヴ
ェ
ト
全
土
に
燃
え
る
よ
う
な
飛
躍
と
建
設
が
響
き
渡
っ
て
い
る
。

　
わ
た
し
は
、
そ
の
夏
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
国
営
農
場
「
ギ
ガ
ン
ト
」
を
見
学
に
行
っ
た
。
鉄
道
の
沿
線

か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
目
も
は
る
か
な
大
農
場
は
麦
の
波
だ
。
そ
こ
を
、
ゆ
る
ゆ
る
地
平
線
に
向
っ
て
滑
走

中
の
飛
行
機
の
よ
う
な
コ
ン
バ
イ
ン
（
苅
入
機
）
が
進
行
し
て
い
る
。

　
古
貨
車
を
利
用
し
て
こ
し
ら
え
た
農
業
労
働
者
の
キ
ャ
ン
プ
の
わ
き
に
は
、
炊
事
車
が
湯
気
を
立
て
て

い
る
最
中
だ
。

　
婦
人
労
働
者
の
派
手
な
桃
色
の
ス
カ
ー
ト
が
、
炎
天
の
キ
ャ
ン
プ
の
入
口
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
て
い
る
。
彼

女
は
日
や
け
し
た
小
手
を
か
ざ
し
て
、
眩
し
い
耕
地
の
果
、
麦
輸
送
の
「
エ
レ
バ
ー
ト
ル
」
の
高
塔
が
白

く
燦
い
て
い
る
方
を
眺
め
た
。
キ
ャ
ン
プ
の
車
輪
の
間
の
日
か
げ
へ
寝
こ
ろ
が
っ
て
、
休
み
番
の
若
い
農

業
労
働
者
が
二
、
三
人
、
ギ
タ
ー
を
鳴
ら
し
て
遊
ん
で
い
る
。

　
郵
便
局
、
農
場
新
聞
発
行
所
。
労
働
調
査
の
た
め
に
医
員
が
出
張
し
て
、
一
つ
の
キ
ャ
ン
プ
を
試
験
管
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や
血
圧
検
査
機
で
一
杯
に
し
て
い
る
。

「
ギ
ガ
ン
ト
」
事
務
所
の
わ
き
に
フ
ォ
ー
ド
の
幌
形
自
動
車
が
と
ま
っ
て
、
踏
段
に
片
足
か
け
、
パ
イ
プ

を
ほ
じ
っ
て
い
る
の
は
、
縞
シ
ャ
ツ
の
ア
メ
リ
カ
技
師
だ
。
洒
落
し
ゃ
れ
た
鎌
と
槌
と
の
飾
り
を
つ
け
た
小
屋
に
、

国
立
出
版
所
の
売
店
が
本
を
な
ら
べ
て
い
る
。
　
　

　
大
体
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
五
ヵ
年
計
画
は
、
い
ろ
い
ろ
と
予
想
外
の
飛
躍
を
も
っ
て
進
展
し
て
い
る
が
、

例
え
ば
農
村
に
お
け
る
集
団
農
場
化
の
問
題
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
最
も
積
極
的
な
勤
労
者
が
期
待
し
た
よ
り
更
に
成
功
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
集
団
農
場
に
組
織
さ
れ
た
農
戸
数

　
　
　
一
九
二
八
年
　
　
　
　
　
四
〇
〇
・
〇
〇
〇

　
　
　
一
九
二
九
年
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
・
〇
〇
〇

　
　
　
一
九
三
〇
年
　
　
　
六
、
〇
〇
〇
・
〇
〇
〇

　
　
　
一
九
三
一
年
　
　
　
九
、
〇
〇
〇
・
〇
〇
〇

　
　
播
種
面

　
　
　
一
九
二
八
年
　
　
　
　
　
二
百
万
ヘ
ク
タ
ー

　
　
　
一
九
二
九
年
　
　
　
六
百
五
十
万
ヘ
ク
タ
ー
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一
九
三
〇
年
　
　
　
四
千
三
百
万
ヘ
ク
タ
ー

　
　
　
一
九
三
一
年
　
　
　
六
千
五
百
万
ヘ
ク
タ
ー

　
た
だ
大
規
模
な
農
場
機
械
を
つ
か
っ
て
、
耕
し
、
蒔
き
、
苅
り
と
る
と
い
う
だ
け
な
ら
そ
れ
は
、
ア
メ

リ
カ
の
大
経
営
の
農
場
が
と
っ
く
の
昔
に
や
っ
て
い
る
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
で
精
巧
な
農
業
機
械
は
農
業
労

働
者
に
何
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
？
　
一
九
二
九
年
秋
以
来
ア
メ
リ
カ
に
は
農
村
恐
慌
が
あ
る
。

　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
耕
地
に
一
台
ト
ラ
ク
タ
ー
が
運
転
さ
れ
る
こ
と
は
、
直
接
集
団
化
さ
れ
た
農
民
に
何

割
か
の
確
実
な
収
益
増
大
を
約
束
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
文
化
が
や
っ
て
来
て

い
る
。

「
ギ
ガ
ン
ト
」
か
ら
一
時
間
ば
か
り
汽
車
に
の
っ
か
っ
て
行
く
と
、
「
ウ
ェ
ル
ブ
リ
ュ
ー
ド
」
と
い
う
国

営
大
耕
地
の
真
中
に
、
農
業
機
械
専
門
学
校
が
あ
る
。
建
っ
た
ば
か
り
の
校
舎
、
寄
宿
舎
、
労
働
者
住
宅

な
ど
が
快
活
に
花
園
を
か
こ
ん
で
窓
々
を
開
い
て
い
る
。
男
女
の
学
生
、
未
来
の
技
師
た
ち
は
、
五
年
以

上
職
場
に
い
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
ロ
ス
ト
フ
市
の
郊
外
に
新
し
く
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
の
壮
麗
な
城
の
よ
う
な
「
セ
ル
マ
シ
ス
ト
ロ
イ
」

（
農
業
機
械
製
造
）
の
大
工
場
都
市
が
あ
る
。
こ
れ
は
純
然
た
る
社
会
主
義
都
市
計
画
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
町
だ
。
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明
る
い
、
電
化
さ
れ
た
大
工
場
を
中
心
に
共
同
食
堂
が
あ
る
。
消
費
組
合
売
店
で
は
ラ
シ
ャ
の
布
地
ま

で
扱
っ
て
い
る
。
托
児
所
、
学
校
、
革
命
の
家

コ
ン
ム
ー
ナ

、
病
院
は
建
築
中
だ
。
案
内
の
若
い
、
労
働
通
信
員
を
し

て
い
る
技
師
と
工
場
内
の
花
の
咲
い
た
ひ
ろ
い
通
路
を
歩
い
て
い
た
ら
、
こ
っ
ち
で
は
電
熱
炉
で
鉄
を
溶

か
し
て
い
る
鍛
冶
部
の
向
い
側
の
ど
こ
か
で
、
嬉
し
そ
う
な
ピ
ア
ノ
の
音
が
し
は
じ
め
た
。

「
セ
ル
マ
シ
ス
ト
ロ
イ
」
は
巨
大
工
場
で
未
完
成
だ
。
各
部
が
ま
だ
ク
ラ
ブ
を
職
場
の
近
所
の
建
物
の
中

に
も
っ
て
い
る
。
丁
度
昼
休
み
で
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
労
働
者
が
仕
事
着
の
ま
ま
そ
の
前
に
坐
っ
て
い
る

ピ
ア
ノ
の
音
が
聞
え
は
じ
め
た
と
い
う
訳
だ
。
こ
こ
で
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
綺
麗
に
う
っ
た
職
場
の
壁

新
聞
を
見
た
。

　
強
烈
な
、
新
鮮
な
建
設
の
現
実
に
う
た
れ
て
モ
ス
ク
ワ
へ
帰
っ
て
来
た
。

　
間
も
な
い
或
る
日
、
国
立
出
版
所
の
店
へ
行
く
と
、
ど
こ
か
店
内
の
模
様
が
か
わ
っ
て
い
る
。
見
る
と
、

こ
れ
ま
で
ズ
ラ
リ
と
壁
に
は
め
こ
ま
れ
て
い
た
本
棚
と
は
別
に
、
一
つ
大
き
い
本
棚
が
飾
窓
の
こ
っ
ち
に

こ
し
ら
え
て
あ
る
。

　
経
済
。
農
業
。
機
械
。

　
五
ヵ
年
計
画
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。

　
政
治
。
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党
に
関
す
る
文
献
。

　
反
宗
教
。

　
そ
う
い
う
貼
紙
が
本
棚
の
各
段
ご
と
に
あ
る
。
人
が
絶
え
間
な
く
そ
の
前
に
た
か
り
、
或
る
者
は
手
帳

を
出
し
て
書
名
を
ひ
か
え
て
い
る
。
或
る
者
は
直
ぐ
黒
い
上
被
り
を
着
た
店
員
に
別
の
棚
か
ら
そ
の
本
を

出
し
て
貰
い
、
金
を
払
っ
て
い
る
。

　
成
程
こ
れ
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
ら
し
い
親
切
な
や
り
か
た
だ
。
た
だ
新
刊
書
を
一
ま
と
め
に
し
て
、
丸

善
の
棚
み
た
い
に
並
べ
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
本
棚
が
、
謂
わ
ば
書
籍
購
入
相
談
所
な
の
だ
。
経
済

な
ら
、
経
済
に
関
し
て
読
む
べ
き
本
が
一
通
り
ま
と
め
初
歩
的
な
も
の
か
ら
高
度
な
も
の
ま
で
並
べ
て
あ

る
。

　
党
に
関
し
た
も
の
に
し
ろ
、
ロ
シ
ア
共
産
党
史
か
ら
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
関
す
る
も
の
、
五
ヵ
年
計
画

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
至
っ
て
は
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
誤
謬
を
簡
単
に
説
明
し
た
も
の
ま
で
包
括
し
て
い

る
。

　
そ
の
本
棚
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
或
る
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
何
を
読
む
べ
き
か
が
、
人
に
き
か
な
い

で
も
わ
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
段
々
歩
い
て
見
る
と
、
こ
う
い
う
本
棚
を
こ
し
ら
え
た
の
は
そ
こ
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
、
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ソ
ヴ
ェ
ト
五
ヵ
年
計
画
の
素
晴
ら
し
い
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
美
し
い
郵
電
省
の
先
に
、
少
年
図
書
販
売

店
が
あ
る
。
入
っ
て
見
る
と
、
あ
る
、
あ
る
！
　
色
彩
も
美
し
い
五
ヵ
年
計
画
の
絵
解
き
か
ら
、
十
月
革

命
の
相
当
の
む
ず
か
し
い
歴
史
に
至
る
ま
で
小
学
校
の
学
年
順
に
並
べ
た
棚
が
出
来
て
い
る
。

　
モ
ス
ク
ワ
を
留
守
に
し
た
の
は
た
っ
た
一
ヵ
月
未
満
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
の
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
書
籍
店
と

同
じ
よ
う
な
体
裁
だ
っ
た
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
本
屋
の
内
部
は
質
に
お
い
て
社
会
主
義
的
に
一
躍
し
た
。
学

問
は
、
本
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
、
農
民
、
一
般
勤
労
者
の
日
常
必
需
品
だ
。
そ
の
階
級
的
武
器
を
、
出

来
る
だ
け
正
確
に
、
出
来
る
だ
け
た
や
す
く
、
み
ん
な
の
手
に
渡
ら
せ
よ
う
！
　
そ
う
い
う
積
極
的
な
意

志
が
あ
り
あ
り
感
じ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
盲
は
勤
労
者
の
恥
だ
　
　

　
大
体
、
革
命
ま
で
ロ
シ
ア
は
世
界
で
有
名
な
文
盲
率
の
高
い
国
だ
っ
た
。
帝
政
ロ
シ
ア
の
支
配
者
た
ち

は
搾
取
に
反
抗
さ
れ
る
の
が
こ
わ
く
て
、
勤
労
者
に
は
高
い
税
で
政
府
が
儲
け
る
こ
と
の
で
き
る
火
酒
と

坊
主
を
あ
て
が
っ
て
ば
か
り
い
た
。
農
村
、
都
会
と
も
、
小
学
校
は
ギ
リ
シ
ア
正
教
の
僧
侶
に
管
理
さ
れ

た
。
貧
農
、
雇
女
の
子
供
は
中
学
に
さ
え
入
れ
な
か
っ
た
。
猶
太
ユ
ダ
ヤ
人
を
或
る
大
学
で
は
拒
絶
し
た
。

「
十
月
」
は
、
翻
る
赤
旗
と
と
も
に
、
す
べ
て
こ
う
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
農
民
へ
の
重
石
を
は
ね
の
け
、

8五ヵ年計画とソヴェト同盟の文化的飛躍



猛
然
と
文
盲
撲
滅
を
は
じ
め
た
。
工
場
の
中
、
兵
営
の
中
、
農
村
、
町
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
中
、
教
会
の
中
を

も
い
と
わ
ず
、
共
産
青
年
同
盟
員
や
ピ
オ
ニ
ェ
ー
ル
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
カ
ー
ド
を
こ
し
ら
え
て
、

七
十
の
爺
さ
ん
や
二
十
五
の
お
神
さ
ん
に
字
を
教
え
は
じ
め
た
。

　
そ
れ
で
も
、
一
九
二
六
年
に
は
（
十
二
歳
以
上
）
五
千
七
十
七
万
千
九
百
九
十
七
人
と
い
う
尨
大
な
文

盲
群
が
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
全
人
口
に
比
べ
る
と
、
殆
ど
三
人
に
一
人
当
の
文
盲
者
と

い
う
有
様
だ
っ
た
。
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
か
ら
農
村
の
生
活
が
ど
ん
な
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
か
は
、
こ
の
文

盲
群
に
ふ
く
ま
れ
る
農
民
の
夥
し
い
数
で
わ
か
る
。
五
千
七
十
七
万
千
九
百
九
十
七
人
と
い
う
文
盲
者
中

実
に
、
四
千
五
百
九
十
一
万
六
百
五
十
一
人
が
農
村
居
住
者
だ
っ
た
。

　
国
内
戦
を
経
て
、
勇
ま
し
い
階
級
的
闘
士
を
ウ
ン
と
出
し
た
婦
人
の
基
本
的
文
化
も
一
般
的
に
云
え
ば

低
か
っ
た
。
証
拠
に
、
全
文
盲
人
員
の
中
、
三
千
四
百
五
十
七
万
六
千
百
二
十
八
人
は
文
字
の
わ
か
ら
な

い
勤
労
婦
人
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
文
盲
撲
滅
の
文
化
運
動
は
、
社
会
主
義
社
会
に
生
き
る
勤
労
者
か
ら
の
自
発
的
な
要
求
で
、

急
テ
ン
ポ
に
進
ん
だ
。

　
昔
、
地
主
に
欅
の
枝
の
鞭
で
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
た
時
分
は
、
な
る
ほ
ど
字
を
知
ら
な
く
た
っ
て
す
ん
だ
だ

ろ
う
。
富
農
だ
け
が
、
金
時
計
の
鎖
と
い
っ
し
ょ
に
ポ
ケ
ッ
ト
へ
短
い
鉛
筆
を
大
切
に
し
ま
っ
て
い
た
。
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然
し
、
革
命
は
、
土
地
を
農
民
へ
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
現
し
、
農
民
は
自
分
達
の
村
を
自
分
達
で
、

ソ
ヴ
ェ
ト
で
お
さ
め
る
こ
と
に
な
っ
て
来
た
。
十
八
歳
以
上
の
男
の
女
も
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
役
員
に
選
び
、

選
ば
れ
る
。
　
　

　
一
九
一
七
年
か
ら
一
八
　
　
一
九
年
と
革
命
の
パ
ル
チ
ザ
ン
に
参
加
し
立
派
に
村
を
白
軍
の
蹂
躙
か
ら

守
っ
た
五
十
歳
の
貧
農
ピ
ョ
ー
ト
ル
が
村
ソ
ヴ
ェ
ト
の
議
長
に
選
ば
れ
た
と
す
る
。

　
議
長
席
に
坐
る
。
鈴
を
振
る
。
タ
ワ
ー
リ
シ
チ
！
　
と
演
説
す
る
。
　
　
み
ん
な
出
来
る
が
、
い
ざ
、

さ
あ
議
長
こ
こ
に
一
寸
書
い
て
下
さ
れ
、
と
ペ
ン
と
書
類
と
を
つ
き
つ
け
ら
れ
る
と
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
の
動

顛
は
頂
点
に
達
す
る
。
　
　
ピ
ョ
ー
ト
ル
は
字
を
知
ら
な
い
と
い
う
不
便
を
辛
棒
し
か
ね
る
。
そ
う
か
と

云
っ
て
、
字
を
知
っ
て
い
る
奴
は
村
の
富
農
の
ワ
ー
シ
カ
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
ワ
ー
シ
カ
に
ソ
ヴ
ェ
ト
の

仕
事
が
ま
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
？
　
い
や
！
　
そ
こ
で
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
は
、
ル
バ
ー
シ
カ
の
下
に
汗
を
び

っ
し
ょ
り
か
い
て
、
村
の
文
盲
撲
滅
の
講
習
会
へ
出
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
若
い
者
に
字
を
習
う
と
い
う
こ
と
が
、
案
外
き
ま
り
わ
る
く
な
い
と
分
る
。
や
が
て
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
の

女
房
も
来
る
。
女
房
が
隣
り
の
女
房
も
つ
れ
て
来
る
。

「
　
　
な
る
ほ
ど
ね
え
、
私
の
名
は
こ
う
書
く
の
か
ね
え
。
こ
う
し
て
字
を
知
り
ゃ
お
前
、
書
き
つ
け
が

よ
め
な
く
て
、
麦
を
ゴ
マ
化
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ね
え
」
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都
会
で
工
場
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
字
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
不
便
は
な
い
。
労
働
組
合

員
と
な
っ
て
、
工
場
と
契
約
書
を
と
り
か
わ
す
と
い
う
と
き
に
な
っ
て
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
で
字
が
書
け
な
い
（
！
）

　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
内
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
、
農
民
の
階
級
的
活
動
と
自
覚
と
社
会
主
義
建
設
が
進
む
に

つ
れ
て
、
文
盲
は
縮
小
し
た
。

　
五
ヵ
年
計
画
は
農
村
に
三
十
万
台
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
、
工
場
へ
二
百
二
十
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
電
力
を

増
大
す
る
と
と
も
に
、
文
盲
撲
滅
費
二
億
四
千
六
百
三
十
万
留
を
算
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
千
八
百
万

人
の
文
盲
を
清
算
し
つ
つ
あ
る
。
既
に
一
九
二
八
年
に
は
百
三
十
六
万
五
千
余
人
が
、
完
全
に
文
盲
を
す

て
た
。
　
　
都
会
人
口
の
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
村
人
口
の
七
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
過
去
の
知
的
暗
黒

を
追
っ
ぱ
ら
い
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ア
、
本
を
！
　
新
聞
を
！
　
　

　
字
さ
え
読
め
れ
ば
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
勤
労
者
に
と
っ
て
読
み
た
い
も
の
、
よ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
も

の
が
山
ほ
ど
あ
る
。
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五
ヵ
年
計
画
が
始
っ
て
か
ら
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
素
晴
ら
し
い
再
建
設
が
行
わ
れ
だ
し
た
。
知
り
た

い
こ
と
は
ウ
ン
と
あ
る
。

「
十
月
」
以
来
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
勤
労
者
は
八
時
間
労
働
を
原
則
と
し
て
や
っ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
、

五
ヵ
年
計
画
が
四
年
で
完
成
さ
れ
る
程
の
テ
ン
ポ
で
進
捗
す
る
に
つ
れ
、
企
業
内
の
生
産
手
段
は
電
化
そ

の
他
で
高
ま
り
、
平
均
労
働
時
間
が
グ
ッ
と
減
っ
た
。
現
在
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
に
千
三
百
六
十
八
万
四
千

人
の
勤
労
者
が
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
半
数
は
も
う
七
時
間
労
働
で
や
っ
て
い
る
。
青
年
労
働
者

は
、
十
八
歳
以
下
は
六
時
間
。
十
六
歳
以
下
は
四
時
間
が
目
や
す
だ
。

　
し
か
も
五
日
週
間
で
五
日
目
に
一
日
ず
つ
休
み
が
来
る
。

　
賃
銀
は
、
一
九
一
三
年
　
　
革
命
前
と
比
べ
る
と
、
話
に
な
ら
な
い
増
大
だ
。
五
ヵ
年
計
画
に
よ
っ
て
、

賃
銀
は
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
す
。

　
五
ヵ
年
計
画
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
勤
労
者
一
般
に
文
化
建
設
の
余
裕
が
出
来
て
来

た
こ
と
は
こ
れ
だ
け
で
も
よ
く
分
る
。

　
一
例
と
し
て
、
出
版
に
関
す
る
統
計
を
見
よ
う
。

　
　
印
刷
一
折
を
標
準
と
し
て
、

　
　
　
一
九
二
七
年
　
　
　
一
、
七
五
七
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
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一
九
二
八
年
　
　
　
二
、
一
五
八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

　
　
　
一
九
二
九
年
　
　
　
二
、
六
六
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

　
　
世
界
で
、
ど
こ
が
一
番
多
く
い
ろ
ん
な
名
称
の
本
を
出
し
て
い
る
か
（
千
単
位
）

　
　
　
デ
ン
マ
ー
ク
　
　
　
　
三
・
三

　
　
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
　
　
　
　
六
・
五

　
　
　
イ
タ
リ
ー
　
　
　
　
　
六
・
九

　
　
　
ア
メ
リ
カ
　
　
　
　
一
〇
・
三

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
　
　
　
　
一
一
・
九

　
　
　
イ
ギ
リ
ス
　
　
　
　
一
三
・
八

　
　
　
日
本
　
　
　
　
　
　
一
九
・
九

　
　
　
ド
イ
ツ
　
　
　
　
　
三
一
・
一

　
　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
　
　
三
二
・
六

　
と
こ
ろ
で
一
九
三
〇
年
に
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
で
は
一
二
九
一
種
の
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
ど
ん
な
工
合
に
売
れ
て
い
る
か
？

　
　
　
『
ア
ガ
ニ
ョ
ー
ク
』
（
綜
合
的
な
政
治
、
社
会
、
文
学
雑
誌
）
四
〇
〇
（
千
）
部
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『
労
働
婦
人
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
（
千
）
部

　
　
　
『
何
で
も
知
り
た
い
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
（
千
）
部

　
　
　
『
農
業
技
師
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
千
）
部

　
　
　
『
赤
い
処
女
地
』
（
文
学
雑
誌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
千
）
部

　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
新
聞
と
な
る
と
、
こ
れ
又
大
し
た
も
の
だ
。

　
　
　
社
会
・
政
治
指
導
紙
　
　
　
六
種
　
　
　
一
、
四
八
七
（
千
）
部

　
　
　
経
済
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
八
種
　
　
　
　
　
一
一
二
（
千
）
部

　
　
　
赤
色
労
働
組
合
紙
　
　
　
　
一
種
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
千
）
部

　
　
　
共
同
組
合
紙
　
　
　
　
　
　
一
種
　
　
　
　
　
　
二
四
（
千
）
部

　
　
　
軍
事
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
一
種
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
千
）
部

　
　
　
労
働
者
大
衆
新
聞
　
　
　
五
九
種
　
　
　
一
、
四
二
六
千
七
五
〇

　
　
　
農
民
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
種
　
　
　
一
、
五
三
四
千
五
〇
〇

　
　
　
青
年
少
年
　
　
　
　
　
　
四
七
種
　
　
　
　
　
四
〇
七
千
二
五
〇

　
　
　
民
族
語
の
新
聞
　
　
　
二
〇
八
種
　
　
　
一
、
〇
〇
四
千
七
五
〇

　
　
　
夕
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
種
　
　
　
　
　
三
二
〇
千
〇
〇
〇
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帝
政
ロ
シ
ア
で
は
最
も
ひ
ど
く
や
っ
つ
け
ら
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
内
の
各
少
数
民
族
と
農
民
が
、
今
日
は

解
放
さ
れ
、
こ
ん
な
多
種
の
新
聞
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
勤
労
者
は
、
こ
ん
な
に
夥
し
い
本
、
雑
誌
、
新

聞
を
、
ど
う
し
て
読
む
の
か
？
　
一
々
買
う
の
だ
ろ
う
か
？
　
勿
論
買
い
も
す
る
が
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
で

は
図
書
館
が
す
ご
い
勢
で
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
赤
い
隅
」
と
図
書
館

　
ど
の
工
場
で
も
、
食
堂
の
一
隅
に
「
赤
い
隅
」
　
　
小
図
書
館
の
設
備
の
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
農
場

だ
っ
て
、
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
溜
り
に
だ
っ
て
こ
れ
は
あ
る
。
労
働
者
ク
ラ
ブ
の
図
書
館
。
農
民
の
家
の
図

書
館
。
夏
休
み
、
勤
労
者
が
一
ヵ
月
の
有
給
休
暇
で
「
休
み
の
家
」
へ
行
く
時
に
は
、
そ
の
附
近
に
大
抵

図
書
館
の
出
張
所
が
出
来
る
。

　
現
に
わ
た
し
が
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
附
近
に
一
夏
暮
し
た
時
の
こ
と
だ
。
昔
の
離
宮
が
今
は
勤
労
者
の

た
め
の
愉
快
な
公
園
博
物
館
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。
景
色
の
い
い
池
の
辺
に
あ
る
一
つ
の
旧
宮
廷
用

の
小
建
物
が
図
書
館
出
張
所
に
な
っ
て
い
た
。
労
働
組
合
員
は
、
身
分
証
明
の
手
帖
で
、
ご
く
や
す
い
保
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証
金
（
五
十
カ
ペ
イ
キ
　
　
二
ル
ー
ブ
リ
）
を
お
さ
め
、
自
由
に
本
の
借
り
出
し
を
さ
れ
る
。
わ
た
し
も

そ
こ
で
随
分
世
話
に
な
っ
た
。

　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
図
書
館
数

　
　
　
一
九
二
六
年
　
　
　
二
二
、
一
六
三

　
　
　
一
九
二
八
年
　
　
　
二
二
、
九
八
二

　
五
ヵ
年
計
画
は
図
書
館
を
こ
の
上
に
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ふ
や
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
固
定
図
書
館
だ
。

移
動
図
書
館
は
四
万
に
ふ
え
る
。

　
本
を
読
む
の
に
は
図
書
館
の
外
に
農
村
で
は
「
読
書
の
家
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
一
九
二
八
年
　
　
　
二
一
、
八
七
六

　
　
　
一
九
三
三
年
　
　
　
三
八
、
二
八
三

　
図
書
室
、
文
学
、
音
楽
、
美
術
、
体
育
、
政
治
な
ど
の
研
究
室
を
ふ
く
む
勤
労
者
ク
ラ
ブ
そ
の
他
は
、

五
ヵ
年
計
画
と
と
も
に
こ
ん
な
工
合
に
殖
え
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
七
六
四
六
（
五
ヵ
年
計
画
以
前
に
比
べ
二
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
増
）

　
　
　
農
民
の
家
　
　
　
　
六
八
二
〇
（
同
　
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
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国
庫
全
額
負
担
の
小
学
校
　
　

　
さ
て
、
一
九
一
七
年
の
十
月
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
後
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
で
、
子
供
は
ど
う
教
育
さ

れ
て
行
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
世
界
各
国
か
ら
の
、
鋭
い
興
味
と
観
察
の
的
だ
っ
た
。

　
何
故
な
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
教
育
家
た
ち
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
い
う
も
の
の
真
実
を
理
解
し
な
い
。

所
謂
「
個
性
」
の
華
々
し
い
発
展
は
社
会
主
義
共
和
国
の
教
育
で
大
虐
待
を
う
け
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
た
。

個
人
の
才
能
、
傾
向
、
性
格
、
そ
ん
な
も
の
は
蹴
散
ら
さ
れ
、
た
っ
た
一
つ
の
鋳
型
＝
共
産
主
義
教
育
に

う
ち
ぬ
か
れ
た
機
械
人
形
の
よ
う
な
子
供
ら
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
年
一
年
経
つ
う
ち
に
、
皮
肉
で
批
評
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
の
観
察
者
た
ち
も
段
々
感
心

し
は
じ
め
て
来
た
。
現
在
で
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
を
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
に
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
や
社
会
主

義
的
な
生
産
関
係
や
、
つ
ま
り
新
し
く
て
人
間
ら
し
い
教
育
制
度
の
し
か
れ
る
階
級
的
な
土
台
で
あ
る
い

ろ
い
ろ
の
条
件
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
反
動
的
な
批
評
を
す
る
も
の
で
も
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
子
供
の

教
育
方
法
は
参
考
に
す
べ
き
だ
と
云
う
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

　
成
程
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
国
だ
。
社
会
的
生
産
に
関
与
す
る
社
会
労
働
が
基
礎

に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
小
学
校
に
し
ろ
、
た
だ
小
学
校
と
は
云
わ
ず
単
一
勤
労
学
校
と
云
う
名
称
だ
。
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子
供
は
小
さ
い
と
き
か
ら
社
会
的
勤
労
・
生
産
・
社
会
主
義
の
建
設
と
は
っ
き
り
結
び
つ
い
た
教
育
法

に
の
っ
と
っ
て
育
て
ら
れ
て
行
く
。
例
え
ば
第
一
学
期
は
「
春
」
と
云
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
勉

強
す
る
。

　
春
は
野
に
来
た
、
山
に
来
た
。
蝶
々
が
舞
い
ま
す
、
と
い
う
だ
け
の
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
小
学
校
の
「
春
」

と
大
分
内
容
が
違
う
。

　
春
は
気
候
が
ど
う
違
っ
て
来
る
か
。
草
木
は
ど
ん
な
変
化
を
見
せ
る
か
（
そ
こ
で
自
然
科
学
と
観
察
を

習
う
）

　
春
、
都
会
の
人
々
は
ど
ん
な
に
働
く
か
。
農
村
で
人
々
は
春
ど
う
働
く
か
？
（
生
産
と
社
会
労
働
、
特

に
今
な
ら
五
ヵ
年
計
画
に
よ
る
工
場
の
生
産
拡
大
、
農
村
の
集
団
化
が
説
明
さ
れ
る
）

　
子
供
は
、
働
く
大
人
を
ど
う
助
け
る
か
？
（
こ
こ
で
実
際
の
仕
事
を
い
ろ
い
ろ
や
る
。
都
会
の
小
学
校

は
、
公
園
へ
保
護
鳥
の
巣
箱
を
吊
り
に
行
く
。
そ
の
小
学
校
の
学
生
が
支
持
し
て
い
る
、
一
定
の
集
団
農

場
の
手
助
け
に
も
出
か
け
る
。
そ
う
い
う
旅
行
で
、
地
理
も
習
う
。
測
量
も
習
う
。
上
級
な
ら
、
こ
の
季

節
、
外
国
の
、
東
洋
の
植
民
地
農
業
労
働
者
の
搾
取
状
態
ま
で
に
及
ん
で
、
経
済
政
治
を
覚
え
る
の
だ
）

　
各
学
課
が
重
箱
式
に
、
機
械
的
に
分
け
ら
れ
、
つ
み
重
ね
ら
れ
て
い
な
い
。
一
つ
の
題
目
は
次
の
一
つ

の
題
目
へ
と
か
た
く
生
活
的
な
結
び
つ
き
で
の
び
て
行
く
か
ら
、
実
際
生
活
に
す
ぐ
役
立
つ
勉
強
法
だ
。
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子
供
の
頭
は
、
す
ぐ
手
元
の
日
常
生
活
を
基
礎
に
そ
れ
を
解
剖
し
、
批
判
し
、
新
し
く
、
綜
合
し
て
建
設

し
て
ゆ
く
す
ば
ら
し
い
力
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な
知
慧
＝
無
駄
の
な
い
理
論

的
で
あ
る
と
と
も
に
実
践
的
な
同
時
に
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
国
際
的
な
活
々
し
た
知
識
を
も
つ
よ
う
に
な

る
。

　
折
角
も
っ
て
生
れ
た
才
能
を
押
し
つ
ぶ
し
た
り
、
歪
め
た
り
す
る
よ
う
な
不
経
済
を
社
会
主
義
社
会
の

教
育
は
決
し
て
し
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ル
ト
ン
・
プ
ラ
ン
と
云
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
個
人
主
義
的
な

自
由
競
争
に
お
け
る
天﹅
才﹅
製
造
は
や
ら
な
い
。
一
人
の
英
雄
だ
け
を
こ
ね
上
げ
る
に
熱
中
す
る
教
育
法
で

は
な
い
。
然
し
、
す
べ
て
人
民
の
子
供
が
個
人
の
独
特
な
才
能
を
、
社
会
全
体
の
建
設
の
中
へ
役
立
て
て

行
く
よ
う
な
育
て
か
た
は
実
に
成
功
的
に
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
或
る
工
場
見
学
に
小
学
校
生
徒
の
一
級
が
出
か
け
た
と
す
る
。
そ
の
記
録
を
こ
し
ら
え
よ
う
と

す
る
。
一
級
が
一
冊
の
「
×
×
工
場
見
学
の
印
象
」
と
い
う
も
の
を
制
作
す
る
の
に
、
教
師
は
決
し
て
誰

そ
れ
サ
ン
、
作
文
を
書
き
な
さ
い
と
は
命
じ
な
い
。
め
い
め
い
が
相
談
し
あ
っ
て
、
自
分
の
一
番
得
手
な
、

や
り
た
い
技
術
で
そ
の
仕
事
に
参
加
す
る
。
或
る
子
は
一
生
懸
命
ス
タ
ー
リ
ン
の
論
文
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
論

文
を
書
く
。
或
る
子
は
絵
で
ス
ケ
ッ
チ
を
や
る
。
そ
う
か
と
思
う
と
詩
が
あ
る
。
工
場
新
聞
の
切
り
ぬ
き

に
、
自
分
の
批
評
を
つ
け
た
も
の
を
書
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
む
き
の
子
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
が
、
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力
を
こ
め
た
自
主
的
制
作
を
ま
と
め
て
、
級
の
成
果
と
す
る
の
だ
。

　
一
つ
の
い
い
知
慧
が
あ
れ
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
・
農
民
の
建
設
的
社
会
で
は
そ
れ
を
出
来
る
だ
け

大
勢
の
役
に
立
て
、
み
ん
な
が
そ
の
い
い
知
慧
を
わ
が
も
の
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
！
　
所
謂
社
会
主

義
競
争
の
本
質
的
な
基
礎
教
育
が
、
既
に
小
学
校
の
う
ち
に
与
え
ら
れ
る
訳
な
の
だ
。

　
階
級
的
自
治
の
訓
練
は
、
こ
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
各
級
に
は
、
衛
生
委
員
、
従
業
委
員
、
社

会
活
動
委
員
等
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
委
員
か
ら
一
級
一
人
ず
つ
の
代
表
が
出
て
、
学
校
長
、
教
師
代
表
、

労
働
組
合
か
ら
の
代
表
な
ど
と
一
緒
に
学
校
委
員
会
を
組
織
す
る
。

　
遠
足
を
や
る
に
し
て
も
、
遠
足
の
実
行
委
員
が
あ
げ
ら
れ
、
行
先
、
時
間
割
、
見
学
予
定
、
旅
費
そ
の

他
を
研
究
す
る
。
級
の
討
議
で
決
定
す
る
。
　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
で
教
師
は
、
ほ
ん
と
に
指
導
者
な
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
有
効
に
組
織
さ
れ
て
い
る
小
学
校
へ
、
全
同
盟
の
学
齢
児
童
を
経
費
国
庫
負
担
で
包
括
し

よ
う
と
い
う
の
が
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
五
ヵ
年
計
画
文
化
活
動
の
一
大
事
業
だ
。

　
何
し
ろ
、
帝
政
時
代
の
ロ
シ
ア
の
小
学
校
、
特
に
農
村
の
小
学
校
は
話
の
外
だ
っ
た
。
小
学
校
の
教
師

と
云
え
ば
月
五
ル
ー
ブ
リ
の
月
給
で
実
際
乞
食
暮
を
し
て
い
た
。

　
革
命
後
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
単
一
勤
労
学
校
は
四
年
制
、
七
年
制
、
九
年
制
と
わ
か
れ
て
い
る
。
が
、
校
舎

の
不
足
、
教
師
予
算
の
不
足
そ
の
他
で
、
就
学
率
は
、
理
想
通
り
に
は
決
し
て
行
か
な
か
っ
た
。
八
歳
で
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チ
ャ
ン
と
就
学
し
た
児
童
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
も
っ
と
お
く
れ
て
い
た
。

ロ
シ
ア
共
和
国
で
四
年
制
の
児
童
六
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
九
歳
で
入
学
し
て
い
る
。

　
五
ヵ
年
計
画
は
三
十
四
億
七
千
六
百
ル
ー
ブ
リ
と
い
う
巨
額
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
農
民
文
化
の
基
礎

水
準
向
上
の
た
め
に
、
八
歳
全
国
児
童
就
学
の
た
め
に
割
り
出
し
て
い
る
。

　
　
就
学
児
童
は
ど
の
位
増
大
す
る
か
？

　
　
　
一
九
二
七
年
　
　
　
　
九
九
四
二
千
人

　
　
　
一
九
三
三
年
　
　
　
一
七
〇
〇
〇
千
人

　
殆
ど
倍
の
千
七
百
万
と
い
う
児
童
が
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
で
は
無
月
謝
で
、
学
用
品
、
弁
当
ま
で
国
家
の

支
給
で
勉
強
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
！

　
そ
れ
に
は
教
師
が
殖
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
現
在
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
に
は
二
十
六
万
五
千
人
ば
か
り
の
教
師
が
い
る
。
更
に
四
十
四
万
人
の
新
し
い
教

員
が
入
用
だ
。

　
五
ヵ
年
計
画
に
よ
っ
て
全
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
生
産
が
高
ま
り
、
一
般
勤
労
者
の
賃
銀
が
あ
が
り
つ
つ
あ

る
。
小
学
校
教
師
の
月
給
も
同
じ
だ
。
五
ヵ
年
計
画
の
終
り
に
、
農
村
の
小
学
校
教
師
は
八
十
七
ル
ー
ブ

リ
、
都
会
の
小
学
校
教
師
は
百
ル
ー
ブ
リ
に
な
る
。
現
在
（
一
九
三
〇
年
）
は
平
均
五
十
八
ル
ー
ブ
リ
だ
。
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教
員
養
成
学
校
生
徒
の
社
会
層
（
一
九
二
六
年
）

　
　
　
労
働
者
　
　
　
　
一
四
・
六

　
　
　
農
民
　
　
　
　
　
五
三
・
九

　
　
　
勤
人
　
　
　
　
　
二
〇
・
四

　
　
教
員
専
門
学
校
生
徒
の
社
会
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
五
年
　
　
　
一
九
二
七
年

　
　
　
労
働
者
　
　
　
　
一
五
・
五
　
　
　
　
一
二
・
五

　
　
　
農
民
　
　
　
　
　
三
一
・
〇
　
　
　
　
二
八
・
三

　
　
　
勤
人
　
　
　
　
　
三
四
・
八
　
　
　
　
三
五
・
七

　
　
　
其
他
　
　
　
　
　
一
八
・
七
　
　
　
　
二
三
・
五

　
こ
の
数
字
は
も
う
古
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
農
村
で
文
化
は
ど
の
位
急
速
に
向
上
し

つ
つ
あ
る
か
が
分
る
。

　
ひ
っ
く
る
め
て
、
一
人
ず
つ
児
童
頭
割
の
教
育
予
算
が
ど
の
位
殖
え
る
か
見
よ
う
。

　
　
児
童
一
人
宛
教
育
年
支
出
予
算

　
　
　
一
九
二
八
年
　
　
二
七
・
〇
（
ル
ー
ブ
リ
）
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一
九
三
三
年
　
　
五
八
・
三
（
ル
ー
ブ
リ
）

　
と
こ
ろ
で
、
小
学
校
に
お
け
る
児
童
の
就
学
率
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
学
齢
以
前
の
教
育
文
化
設
備

ぬ
き
に
は
出
来
な
い
。

　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
は
勤
労
婦
人
の
重
荷
を
軽
く
す
る
た
め
、
同
時
に
幼
い
兄
姉
た
ち
を
自
由
に
勉
強
さ
せ

る
た
め
に
、
工
場
、
集
団
農
場
を
中
心
と
す
る
幼
稚
園
、
托
児
所
、
子
供
の
遊
び
場
の
設
備
拡
大
を
、
や

は
り
五
ヵ
年
計
画
で
実
現
し
つ
つ
あ
る
。

　
費
用
は
三
億
五
千
万
ル
ー
ブ
リ
だ
。

　
　
幼
児
の
た
め
の
設
備
拡
大
率
　
収
容
人
員
（
単
位
千
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
八
年
　
　
一
九
三
三
年
　
　
　
　
増
大
率

　
　
　
幼
稚
園
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
　
二
一
七
　
　
一
〇
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
子
供
の
遊
び
場
　
　
二
〇
三
　
　
　
　
五
〇
五
　
　
一
四
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
技
術
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
農
民
の
手
に
　
　

　
モ
ス
ク
ワ
の
ク
レ
ム
リ
ン
の
わ
き
に
モ
ス
ク
ワ
第
一
大
学
が
あ
る
。
そ
こ
の
建
物
の
破
風
に
「
あ
ら
ゆ
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る
学
問
を
勤
労
者
に
」
と
い
う
文
句
が
金
字
で
打
た
れ
て
い
る
。

　
今
か
ら
十
七
年
前
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
資
本
家
・
地
主
と
僧
侶
の
支
配
下
の
ロ
シ
ア
で
、
勤
労
大
衆
の
た

め
に
中
等
教
育
施
設
が
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
は
次
の
表
を
見
て
も
明
か
だ
。

　
　
一
九
一
四
年
度
ロ
シ
ア
の
中
学
校
、
実
務
学
校
、
予
備
学
校
に
お
け
る
学
生
の
出
身
階
級
の
分
布

　
　
　
世
襲
貴
族
の
子
弟
　
　
　
　
六
・
三

　
　
　
貴
族
及
高
官
（
同
）
　
　
一
八
・
四

　
　
　
宗
教
家
（
同
）
　
　
　
　
　
四
・
八

　
　
　
紳
士
及
紳
商
　
　
　
　
　
　
九
・
六

　
　
　
商
人
、
組
合
の
親
方
　
　
三
二
・
一

　
　
　
富
農
と
カ
ザ
ー
ク
　
　
　
二
五
・
五

　
　
　
其
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
三

　
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
だ
。
金
の
あ
る
商
人
は
息
子
が
や
が
て
立
身
し
て
、
よ
り
大
き
な
権
力
者
に
な
る

よ
う
に
、
富
農
の
親
父
は
大
地
主
に
な
っ
た
息
子
を
夢
み
て
学
校
へ
入
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　
一
九
一
七
年
の
「
十
月
」
は
、
ロ
シ
ア
じ
ゅ
う
の
学
校
を
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
全
土
の
学
校
を
、
し
っ
か

り
自
身
の
階
級
の
も
の
と
し
て
掴
ん
だ
。
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
学
校
は
、
第
一
列
に
労
働
者
の
子
弟
を
、
農
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民
の
子
供
た
ち
を
、
勤
人
の
息
子
や
娘
を
入
れ
る
。
本
当
に
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
社
会
主
義
建
設
に
役
に
立

つ
勤
労
者
を
つ
く
る
と
こ
ろ
に
し
た
の
だ
。

　
　
ロ
シ
ア
共
和
国
に
お
け
る
高
等
専
門
学
校
学
生
の
出
身
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
七
年
　
　
一
九
二
八
年
　
　
一
九
二
九
年

　
　
　
労
働
者
と
其
子
弟
　
　
　
二
八
・
七
　
　
　
三
四
・
六
　
　
　
四
二
・
三

　
　
　
農
民
と
そ
の
子
弟
　
　
　
二
二
・
二
　
　
　
二
四
・
四
　
　
　
二
五
・
一

　
　
　
勤
人
と
そ
の
子
弟
　
　
　
三
三
・
〇
　
　
　
二
五
・
〇
　
　
　
一
九
・
七

　
　
　
知
能
労
働
者
　
　
　
　
　
一
二
・
五
　
　
　
一
四
・
〇
　
　
　
一
一
・
三

　
　
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
六
　
　
　
　
二
・
〇
　
　
　
　
一
・
六

　
五
ヵ
年
計
画
と
と
も
に
現
れ
た
こ
の
愉
快
な
労
働
者
・
農
民
の
階
級
的
飛
躍
は
直
ち
に
ソ
ヴ
ェ
ト
役
員

と
し
て
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
に
参
与
す
る
労
働
者
農
民
の
数
の
増
大
と
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
関
係
に
あ
る
。

　
同
時
に
、
生
産
の
場
所
に
お
け
る
労
働
者
、
農
民
出
身
の
専
門
技
術
家
の
数
が
増
す
の
も
当
然
だ
。

　
　
労
働
者
百
人
に
対
す
る
技
師
・
技
術
家
配
分
率

　
　
　
一
九
二
八
年
　
　
　
二
・
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
一
九
二
九
年
　
　
　
二
・
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
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一
九
三
〇
年
　
　
　
二
・
八
四
パ
ー
セ
ン
ト

　
確
実
に
、
労
働
者
、
農
民
出
の
技
師
技
術
家
が
殖
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
率
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟

に
お
け
る
生
産
面
の
拡
大
に
比
べ
る
と
、
と
て
も
足
り
る
も
の
で
は
な
い
（
五
ヵ
年
計
画
の
年
度
予
定
で

は
、
例
え
ば
第
二
年
目
に
は
工
業
総
生
産
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
大
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
ヴ

ェ
ト
同
盟
の
労
働
者
の
社
会
主
義
建
設
の
熱
意
は
、
そ
の
予
定
を
追
い
越
し
て
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
大

を
示
し
て
い
る
。
金
に
す
る
と
二
年
間
に
、
百
二
十
四
億
七
千
六
百
万
ル
ー
ブ
リ
の
工
業
生
産
予
定
を
、

百
三
十
七
億
六
千
四
百
万
ル
ー
ブ
リ
ま
で
高
め
た
素
晴
ら
し
さ
な
の
だ
）
。

　
社
会
主
義
的
生
産
に
あ
っ
て
、
少
数
の
技
師
だ
け
が
卓
抜
な
ら
い
い
と
い
う
事
は
決
し
て
云
え
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
勤
労
者
の
技
術
水
準
が
、
去
年
よ
り
は
今
年
、
今
年
よ
り
は
来
年
と
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ス
タ
ー
リ
ン
も
頻
り
に
云
っ
て
い
る
。

「
再
建
設
期
に
於
て
は
技
術
が
一
切
の
問
題
を
解
決
す
る
！
」

　
労
働
者
、
農
民
の
技
術
向
上
に
つ
い
て
は
、
実
に
切
迫
し
た
必
要
が
あ
る
の
だ
。
何
し
ろ
、
五
ヵ
年
計

画
の
初
め
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
に
は
五
十
万
の
失
業
者
　
　
未
就
業
労
働
者
が
あ
っ
た
。
五
年
間
に
そ
の
半

数
を
生
産
の
中
に
吸
収
出
来
れ
ば
よ
い
と
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
亦
、
愉
快
な
予
定
は
ず
れ
が
生

じ
た
。
　
　
生
産
の
予
想
外
の
拡
大
は
予
想
外
な
速
度
で
労
働
力
を
生
産
の
各
部
へ
吸
い
込
ん
で
し
ま
っ
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た
。
失
業
者
は
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
か
ら
消
え
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
未
就
業
労
働
者
に
職
場
割
当
て
を
任
務
と

し
て
い
た
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
内
の
職
業
紹
介
所
の
仕
事
は
性
質
が
か
わ
っ
て
来
た
。
労
働
者
の
合
理
的
配
給

所
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
三
〇
年
の
冬
、
世
界
じ
ゅ
う
の
注
視
の
的
と
な
っ
た
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
内
の
重
要
な
地
位
に
あ
る
技

師
、
学
者
、
役
人
等
に
よ
る
大
反
革
命
陰
謀
、
産
業
党
の
例
を
見
て
も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
技
術
家

が
ど
ん
な
に
大
事
か
は
明
瞭
だ
。

　
ロ
シ
ア
共
産
党
は
大
会
に
お
い
て
、
生
産
組
合
、
労
働
組
合
は
直
接
工
場
、
学
校
、
農
場
で
、
技
術
家
、

熟
練
工
養
成
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
支
持
を
与
え
て
い
る
。

　
五
ヵ
年
計
画
が
着
手
さ
れ
た
当
時
、
最
高
経
済
会
議
の
調
査
に
よ
る
と
、
熟
練
工
、
不
熟
練
工
の
比
率

は
こ
う
だ
っ
た
。

　
　
　
熟
練
工
　
　
　
　
四
一
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
不
熟
練
工
　
　
　
五
九
パ
ー
セ
ン
ト

　
そ
れ
を
五
ヵ
年
計
画
に
よ
っ
て
、
一
九
三
三
年
の
終
り
ま
で
に
は
熟
練
工
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
つ
ま
り

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
技
術
水
準
ま
で
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　
一
九
二
七
年
度
の
技
術
学
校
卒
業
生
を
、
産
別
、
出
身
、
ロ
シ
ア
共
産
党
所
属
率
と
わ
け
て
見
る
と
こ
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う
い
う
工
合
だ
。

　
　
　
　
産
別
　
　
　
　
労
働
者
出
身
率
　
ロ
シ
ア
共
産
党
及
青
年
同
盟
へ
の
組
織
率

　
　
　
工
業
（
昼
間
）
　
　
二
四
・
六
　
　
　
二
〇
・
七

　
　
　
〃
（
夜
間
）
　
　
　
七
二
・
五
　
　
　
四
〇
・
〇

　
　
　
農
業
　
　
　
　
　
　
一
〇
・
二
　
　
　
三
八
・
七

　
　
　
教
育
　
　
　
　
　
　
一
三
・
八
　
　
　
三
九
・
九

　
　
　
医
業
　
　
　
　
　
　
二
三
・
六
　
　
　
一
七
・
〇

　
　
　
経
済
生
産
　
　
　
　
一
五
・
五
　
　
　
二
九
・
七

　
　
　
芸
術
　
　
　
　
　
　
一
〇
・
一
　
　
　
　
五
・
五

　
現
在
工
場
に
働
き
、
し
か
も
正
常
な
予
備
教
育
は
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
労
働
者
、
農
民
が
最
も
大
多
数

包
括
さ
れ
て
い
る
の
は
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
労
働
科
だ
。

　
　
労
働
科
学
生
中
ロ
シ
ア
共
産
党
へ
の
組
織
率
（
一
九
二
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
ロ
シ
ア
共
産
党
　
　
青
年
同
盟

　
　
　
昼
間
　
　
　
三
二
・
一
　
　
　
四
七
・
三

　
　
　
夜
間
　
　
　
三
三
・
八
　
　
　
四
〇
・
六
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一
九
二
九
年
に
は
十
一
万
三
千
人
あ
っ
た
技
術
家
、
熟
練
工
を
一
九
三
三
年
に
は
そ
の
殆
ど
四
倍
、
四

十
三
万
五
千
人
余
に
し
よ
う
と
す
る
。

　
既
に
、
千
五
百
十
二
の
中
等
学
校
（
学
生
十
五
万
四
千
）
の
う
ち
七
百
四
十
三
校
が
工
芸
技
術
学
校
と

な
っ
た
。
工
場
学
校
は
百
二
十
万
人
の
溌
溂
た
る
勤
労
青
年
に
、
よ
り
高
い
技
術
を
授
け
つ
つ
あ
る
。

　
農
村
の
青
年
も
す
て
て
は
お
か
れ
な
い
。
十
三
万
八
千
人
の
農
村
青
年
が
、
社
会
主
義
農
業
建
設
の
た

め
に
千
二
百
十
六
の
学
校
で
勉
強
し
て
い
る
。

　
彼
等
の
中
に
は
、
三
十
万
人
の
労
働
通
信
員
、
二
百
三
十
九
万
三
千
三
百
六
十
三
人
の
青
年
同
盟
員
が

働
い
て
い
る
。

　
彼
等
は
階
級
の
鍛
冶
屋
だ
。
世
界
の
労
働
者
、
農
民
の
解
放
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
確
立
に
向
っ
て
、
力

強
く
槌
を
、
コ
ン
パ
ス
を
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
動
か
し
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輝
か
し
い
少
数
民
族
の
生
活
　
　

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
文
化
建
設
は
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
内
の
少
数
民
族
の
日
常
生
活
を
、

ど
ん
な
工
合
に
変
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
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誰
で
も
知
る
通
り
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
は
地
球
の
六
分
の
一
を
占
め
る
大
国
だ
。
北
は
北
極
か
ら
、
南
は

砂
漠
。
そ
こ
に
は
綿
が
生
え
、
駱
駝
ら
く
だ
し
か
歩
け
な
い
よ
う
な
地
域
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
ペ
ル
シ
ャ
や

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
す
ぐ
隣
り
だ
。
蒙
古
と
国
境
が
く
っ
つ
い
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
二
十
五
の
人
種
が

棲
ん
で
い
る
。
ロ
シ
ア
と
ひ
と
く
ち
に
云
っ
て
も
、
例
え
ば
第
十
六
回
ロ
シ
ア
共
産
党
大
会
の
あ
っ
た
時

分
の
モ
ス
ク
ワ
の
街
を
歩
い
て
見
る
。

　
赤
い
ネ
ク
タ
イ
の
ロ
シ
ア
人
の
ピ
オ
ニ
ェ
ー
ル
が
歩
い
て
く
後
か
ら
、
日
本
の
木
綿
縞
の
長
ド
テ
ラ
を

引
っ
か
け
た
よ
う
な
装
の
ウ
ズ
ベ
ー
ク
人
が
、
長
靴
で
ノ
シ
ノ
シ
や
っ
て
来
る
。

　
長
い
下
髪
を
赤
い
布
で
飾
っ
た
小
柄
な
女
は
馬
乳
で
有
名
な
ク
ル
ム
ィ
ク
人
の
婦
人
代
表
だ
。

　
颯さ
っ
と
短
い
マ
ン
ト
に
短
剣
を
吊
っ
て
、
素
早
く
胡
瓜
売
り
の
手
車
の
出
て
い
る
角
を
曲
っ
た
の
は
、

舞
踊
で
世
界
的
名
声
の
あ
る
カ
ザ
ー
ク
の
若
者
だ
。

　
ホ
テ
ル
の
食
堂
で
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
が
ロ
シ
ア
語
と
混
っ
て
響
く
ば
か
り
で
な
い
。
喉
音
の
多
い
東

洋
語
が
活
々
と
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
交
わ
さ
れ
る
。
　
　

　
十
月
革
命
が
、
各
民
族
の
根
本
的
な
自
立
を
さ
せ
る
ま
で
、
ロ
シ
ア
の
中
の
こ
れ
等
の
少
数
民
族
は
ど

ん
な
に
暮
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
？
　
遠
い
例
は
い
ら
な
い
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
コ
サ
ッ
ク
や
傑
出
し
た
短
篇

「
ハ
ジ
・
ム
ラ
ー
ト
」
を
読
む
だ
け
で
い
い
、
帝
政
時
代
の
権
力
は
、
自
分
た
ち
を
こ
や
す
た
め
に
搾
取
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す
る
た
め
の
植
民
地
、
属
国
、
だ
ま
し
や
す
い
辺
土
の
住
民
と
し
て
だ
け
彼
等
を
思
い
出
し
た
。

　
コ
ー
カ
サ
ス
の
雄
大
極
ま
り
な
い
山
嶽
を
南
へ
縫
っ
て
ウ
ラ
ジ
・
カ
ウ
カ
ア
ズ
か
ら
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

故
郷
チ
フ
リ
ー
ス
ま
で
、
立
派
な
自
動
車
道
が
通
っ
て
い
る
。
今
日
そ
こ
を
走
る
の
は
、
労
働
者
・
農
民

の
陽
気
な
観
光
客
を
満
載
し
た
遊
覧
乗
合
自
動
車
だ
。
が
、
道
普
請
は
、
昔
そ
の
た
め
に
さ
れ
た
の
で
は

な
い
。
軍
用
だ
っ
た
。
帝
政
ロ
シ
ア
の
権
力
が
武
力
で
、
絹
、
皮
革
の
産
地
チ
フ
リ
ー
ス
、
石
油
の
バ
ク

ー
市
を
掌
握
す
る
た
め
の
近
路
と
し
て
拵
え
た
も
の
な
の
だ
。

　
近
東
の
少
数
民
族
の
大
衆
は
、
灼
け
つ
く
太
陽
の
熱
や
半
年
も
つ
づ
く
長
い
冬
の
中
で
原
始
的
な
手
工

業
、
地
方
病
と
、
封
建
的
地
主
、
親
方
の
二
重
の
搾
取
の
下
で
、
極
め
て
お
く
れ
た
文
化
を
も
っ
て
い
た
。

　
自
国
語
で
読
み
書
き
す
る
こ
と
、
著
作
す
る
こ
と
、
芝
居
す
る
こ
と
ま
で
を
禁
止
さ
れ
、
ど
う
し
て
の

び
の
び
し
た
文
化
が
育
て
よ
う
！
　
学
校
が
た
ま
に
在
れ
ば
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
語
で
だ
け
教
え
た
。

　
赤
旗
は
ヤ
ク
ー
ツ
ク
に
も
翻
っ
た
。
チ
ェ
ル
フ
ス
の
村
に
も
村
ソ
ヴ
ェ
ト
が
出
来
た
。
少
数
民
族
の
大

衆
は
殆
ど
信
じ
ら
れ
な
い
勢
で
、
植
民
地
人
民
と
し
て
の
奴
隷
の
境
遇
と
、
封
建
的
搾
取
か
ら
解
放
さ
れ

た
。

　
進
歩
的
な
婦
人
た
ち
は
、
初
め
て
大
っ
ぴ
ら
に
家
族
制
度
の
圧
迫
と
戦
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
は
彼
女
た
ち
も
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
に
護
ら
れ
た
婦
人
社
会
成
員
な
の
だ
。
二
百
八
種
も
の
民
族
語
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の
新
聞
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

　
僅
か
三
パ
ー
セ
ン
ト
位
し
か
な
か
っ
た
小
学
校
入
学
率
は
、
全
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
文
化
水
準
向
上
に
つ

れ
て
ド
ン
ド
ン
多
く
な
っ
て
来
た
。
五
ヵ
年
計
画
で
八
歳
か
ら
の
全
国
学
齢
児
童
の
国
庫
負
担
に
よ
る
就

学
は
、
勿
論
、
各
民
族
共
和
国
、
自
治
国
を
包
含
し
て
の
こ
と
だ
。

　
階
級
的
技
術
を
高
め
ろ
！
　
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
全
土
に
響
き
、
実
現
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
党
婦
人
部
は
、
労
働
組
合
と
協
力
で
、
各
民
族
に
独
特
な
手
工
業
を
中
心
と
す
る
婦
人
の
婦
人
手

工
業
組
合
、
婦
人
技
術
講
習
会
等
を
組
織
し
た
。
そ
こ
で
、
婦
人
た
ち
は
、
先
よ
り
上
手
に
絨
毯
を
織
る

よ
う
に
、
編
物
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
生
産
が
社
会
主
義
的
に
や
ら
れ
れ
ば
、
勤
労

者
に
得
だ
と
い
う
事
実
を
学
ん
だ
の
だ
。

　
一
九
二
六
年
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
内
の
各
民
族
の
男
女
が
ど
の
割
合
で
読
書
き
を
知
っ
て
い
た
か
。
こ

れ
は
人
口
千
人
に
対
し
て
の
調
査
だ
。

　
　
　
　
民
族
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
　
　
　
　
女

　
　
　
ロ
シ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
六
　
　
　
三
三
九

　
　
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
五
六
七
　
　
　
二
七
七

　
　
　
グ
ル
ジ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
八
　
　
　
三
三
一
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白
ロ
シ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
〇
　
　
　
二
三
一

　
　
　
ア
ル
メ
ニ
ア
　
　
　
　
　
　
　
四
三
五
　
　
　
二
四
二

　
　
　
ト
ル
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
　
　
　
　
二
三

　
　
　
ウ
ズ
ベ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
ト
ル
ク
メ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
　
　
二

　
　
　
ド
イ
ツ
人
（
ロ
シ
ア
居
住
）
　
六
一
二
　
　
　
五
九
二

　
　
　
朝
鮮
人
（
ロ
シ
ア
居
住
）
　
　
五
五
三
　
　
　
二
九
一

　
　
　
タ
タ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
六
　
　
　
二
五
七

　
　
　
チ
ュ
バ
ー
シ
　
　
　
　
　
　
　
四
八
五
　
　
　
一
六
五

　
　
　
モ
ル
ダ
ヴ
ァ
ー
ン
　
　
　
　
　
四
三
一
　
　
　
一
二
二

　
　
　
バ
シ
ュ
キ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
三
四
六
　
　
　
一
四
八

　
　
　
ブ
リ
ヤ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
三
六
九
　
　
　
　
九
三

　
　
　
ア
ブ
ハ
ー
ズ
ィ
　
　
　
　
　
　
一
七
八
　
　
　
　
二
五

　
　
　
カ
ザ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
　
　
　
一
一

　
　
　
ヤ
ク
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
　
二
三
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ダ
ゲ
ス
タ
ン
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
　
　
一
二

　
　
　
キ
ル
ギ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
　
　
　
三

　
　
　
タ
ジ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
　
　
三

　
ロ
シ
ア
共
産
党
員
は
全
部
で
百
六
十
六
万
四
千
八
百
五
人
だ
が
ど
の
位
の
民
族
別
の
率
で
加
入
し
て
い

る
か
。

　
　
　
　
共
和
国
別
　
　
　
　
　
　
党
員
数
　
　
一
万
人
の
成
人
に
対
す
る
比
率

　
　
　
ロ
シ
ア
共
和
国
　
　
　
一
一
三
五
三
一
二
　
　
　
　
一
九
七

　
　
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
　
　
　
　
　
二
四
六
七
〇
五
　
　
　
　
一
四
七

　
　
　
白
ロ
シ
ア
　
　
　
　
　
　
　
三
五
二
七
四
　
　
　
　
一
二
六

　
　
　
ザ
カ
ウ
カ
ア
ズ
　
　
　
　
　
八
六
一
五
七
　
　
　
　
二
七
一

　
　
　
ウ
ズ
ベ
ク
ス
タ
ン
　
　
　
　
四
〇
三
一
八
　
　
　
　
一
二
〇

　
　
　
ト
ル
ク
メ
ン
ス
タ
ン
　
　
　
一
〇
二
五
一
　
　
　
　
一
六
五

　
こ
ん
な
工
合
だ
。
砂
漠
と
根
雪
の
上
に
文
化
の
光
が
さ
し
た
時
、
そ
こ
に
は
ハ
ッ
キ
リ
そ
の
文
化
を
も

た
ら
し
た
原
動
力
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
農
民
の
た
め
の
階
級
的
指
導
力
が
根
を
お
ろ
し
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
表
で
も
分
る
よ
う
に
、
例
え
ば
婦
人
の
文
盲
率
の
最
も
高
い
ト
ル
ク
メ
ン
、
キ
ル
ギ
ー
ス
、
ウ
ズ
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ベ
ク
で
さ
え
、
一
九
三
〇
年
の
夏
、
モ
ス
ク
ワ
で
演
劇
オ
リ
ム
ピ
ア
ー
ド
が
開
催
さ
れ
た
時
は
ど
う
だ
っ

た
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
民
族
の
国
立
劇
団
が
、
自
分
た
ち
の
地
方
の
生
産
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る

階
級
闘
争
を
主
題
に
し
た
脚
本
を
も
っ
て
、
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
幼
稚
で
あ
る
に
し
て
も
特
色
の
あ

る
演
技
で
大
衆
的
喝
采
を
博
し
た
。

　
然
し
、
い
ず
れ
に
し
ろ
広
大
な
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
だ
。
辺
土
地
方
に
は
、
ま
だ
沢
山
文
化
向
上
の
た
め
の

不
便
が
あ
る
。
鉄
道
の
沿
線
へ
ま
で
二
日
か
か
る
と
こ
ろ
に
住
む
よ
う
な
勤
労
者
は
、
講
習
会
へ
出
か
け

る
と
云
っ
た
っ
て
大
変
だ
。
そ
う
い
う
と
き
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
心
配
無
用
だ
。
社
会
主
義
の
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
で
は
「
生
徒
が
学
校
へ
行
か
な
け
れ
ば
、
学
校
が
生
徒
の

と
こ
ろ
へ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
。
通
信
教
授
だ
。
五
ヵ
年
計
画
と
と
も
に
責
任
あ
る
通
信
教
授
網
は
ひ
ろ

げ
ら
れ
る
。
百
六
十
万
人
の
講
習
生
が
教
育
あ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ジ
オ
を
階
級
の
た
め
に
　
　

　
新
聞
は
よ
め
な
い
婆
さ
ん
も
、
ラ
ジ
オ
で
な
ら
ス
タ
ー
リ
ン
の
演
説
も
き
け
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
五
ヵ
年
計
画
は
こ
の
階
級
的
文
化
の
声
を
、
都
会
の
勤
労
者
住
宅
居
住
者
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
農
村
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で
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
農
戸
へ
響
か
せ
る
計
画
だ
。
つ
ま
り
ラ
ジ
オ
拡
声
装
置
所
は
集
団
農
場
の
拡
大

に
つ
れ
二
万
四
千
か
ら
五
万
千
ヵ
所
に
、
聴
取
者
は
二
百
万
人
だ
っ
た
の
が
四
百
万
人
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。

　
次
に
見
落
し
て
な
ら
な
い
の
は
映
画
館
の
増
大
だ
。
五
ヵ
年
計
画
の
初
め
シ
ネ
マ
館
は
一
万
五
千
三
百

あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
晴
れ
や
か
な
拡
張
だ
。
今
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
勤
労
者
は
、
労
働
組
合
の
手
帳
を
見

せ
て
買
う
半
額
切
符
で
楽
し
く
映
画
を
八
万
七
百
ヵ
所
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。

　
文
化
基
礎
が
大
衆
的
に
、
こ
う
拡
大
し
て
こ
そ
、
初
め
て
輝
し
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
が
花
咲
く
の
だ
。

　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
芸
術
家
は
、
作
家
も
俳
優
も
映
画
製
作
者
も
、
そ
の
こ
と
は
骨
の
髄
か
ら
知
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
例
え
ば
、
国
庫
負
担
の
全
学
齢
児
童
就
学
の
問
題
が
起
っ
た
時
、
作
家
は
決
し
て
引
っ
こ

ん
で
小
説
だ
け
書
い
て
納
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
本
で
、
講
演
で
、
未
来
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
化
の
建
設
者
を
送
り
出
す
土
台
と
し
て
、
全
学
齢
児
童
就
学
を
支
持
し
、
鼓
舞
し
て
い
る
。

　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
労
働
者
、
農
民
は
社
会
主
義
生
産
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
文
化
を
驚
異

的
に
高
め
つ
つ
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
階
級
が
文
化
的
に
高
ま
れ
ば
高
ま
る
程
、
彼
等
が
知
る
の
は
そ
の
様

に
文
化
的
発
展
を
遂
げ
さ
せ
る
基
礎
と
し
て
の
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
社
会
主
義
生
産
の
価
値
だ
。
愈
々
社
会

主
義
的
生
産
の
技
術
を
高
め
よ
う
と
す
る
。
か
く
て
よ
り
高
く
、
高
く
！
「
五
ヵ
年
計
画
を
四
年
で
！
」
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こ
れ
は
全
く
正
し
い
生
産
と
文
化
と
を
こ
の
地
球
に
も
り
た
て
よ
う
と
す
る
ソ
ヴ
ェ
ト
勤
労
者
の
心
か
ら

の
叫
び
な
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
三
一
年
十
一
月
〕
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